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自転車活用推進計画改定の方向性

来年度から始まる次期自転車活用推進計画について、第２次計画の進捗や自転車を取り巻く社会情勢等
の変化のほか、ヒアリング・アンケート調査結果や海外の自転車計画のレビュー結果等を踏まえ改定

第２次自転車活用推進計画
１．総論

（１）自転車活用推進計画の位置付け
（２）計画期間

２．目標・施策
法の基本理念等を踏まえ、自転車の活用の推進
に関する４つの目標と、目標達成のために実施
すべき22の施策

【目標１】自転車交通の役割拡大による良
好な都市環境の形成

【目標２】サイクルスポーツの振興等によ
る活力ある健康長寿社会の実現

【目標３】サイクルツーリズムの推進によ
る観光立国の実現

【目標４】自転車事故のない安全で安心な
社会の実現

３．措置
施策の着実な実施のための、計画期間中に講ず
べき具体的な措置（94）を記述

４．その他
(1) 関係者の連携・協力
(2) 計画のフォローアップと見直し
(3) 調査・研究、広報活動等
(4) 財政上の措置等
(5) 附則に対する今後の取組方針

次期
計画

1

海外の自転車計画のレビュー
計画の構成、記載内容の見直しの参考とするため海外の自転車計画のレ
ビューを実施（ドイツ、フランス、ハンガリー、スペイン、オーストリ
ア、オランダの計画を対象）

ヒアリング・アンケート調査
自転車活用の推進に係る様々な課題や今後取り組むべき事項等の意見聴
取を目的にヒアリング・アンケート調査を実施
ヒアリング調査 調査期間： 令和７年６月下旬～７月下旬

調査方法： 書面（電子メールでのやり取り）で調査
対象者数： 167団体/者

アンケート調査 調査期間： 令和７年６月24日～７月31日（38日間）
調査方法： WEB上でのアンケートフォームで調査
総回答数： 12,446票

第２次計画のフォローアップ
第２次計画の進捗状況を確認するため、「都市環境」「健康」「観光」
「安全・安心」の４つの目標の評価指標についてのフォローアップ結果
を評価

自転車を取り巻く社会情勢等の変化
「モビリティ環境」「安全・安心」「カーボンニュートラル」「健康・
スポーツ」「ツーリズム」の観点から社会情勢等の変化を整理

自転車交通の役割拡大による良
好な都市環境の形成
サイクルスポーツの振興等によ
る活力ある健康長寿社会の実現
サイクルツーリズムの推進によ
る観光立国の実現
自転車事故のない安全で安心な
社会の実現

目標１

目標２

目標３

目標４
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次期計画に向けて

ヒアリング・
アンケート
調査結果

自転車を取り巻
く社会情勢等の

変化

海外の
自転車計画の
レビュー結果

第２次計画の
フォローアップ

結果

＜ヒアリング調査結果(主な意見)＞

＜アンケート調査結果(主な意見)＞
• 「通行空間整備」「安全に自転車に乗れる環境の創出」
「サイクリング環境創出」 等

• モビリティの多様化、「交通空白」解消の必要性の高まり
• 道路の脱炭素化に向け低炭素な交通手段への転換促進が必要
• スポーツの手段としてのサイクリングは増加傾向
• 観光地における観光の足の確保や地方部の持続可能な観光地域づくりに向け

た消費拡大に資する回遊手段として、自転車の活用に期待
• 自転車関連事故が増加する中、 16歳以上の者による一定の交通違反に対す
る青切符の導入が決定

• 海外の計画を踏まえた計画の質向上に向けたポイント
「ビジョン」等を追加することで計画の目指す方向性を明確化
アウトカム・アウトプットの使い分けを意識した指標の設定

• 引き続き以下の課題への対応が必要
通行空間の安全性・快適性の向上
日常的な自転車利用の促進
地方部等でのサイクルツーリズムの環境整備
自転車利用者の交通ルール遵守

Ⅱ．目標・施策
等の整理

Ⅲ．指標の
整理

Ⅰ．ビジョンの
追加

【次期計画に向けて】

•自転車の位置づけやビジョンの明確化
•「交通空白」の対応として公共交通との連携
•地球温暖化対策と脱炭素社会への貢献
• サイクルイベント等による地域活性化への貢献
•自転車利用や地域の状況等を考慮した指標・目標値の設定

• 通行空間の
計画的整備

• シェアサイクル
の普及促進

• 交通安全の
広報啓発 等

第２次計画のフォローアップ、自転車を取り巻く社会情勢等の変化、ヒアリング・アンケート調査、海外の
自転車計画のレビューを踏まえ、次期計画に向けてビジョンの追加、目標・施策等の整理等を実施



【目標２】自転車事故のない安全で安心
な社会の実現

【目標１】安全で快適な走行環境等の整備
による良好な自転車利用環境の実現

次期計画の目標

次期計画のビジョン（案）で示す将来像を実現するための具体の目標について、自転車を取り巻く社会情勢
の変化、ヒアリング・アンケート調査結果等を踏まえて整理

【目標１】自転車交通の役割拡大
による良好な都市環境の形成

【目標２】サイクルスポーツの振
興等による活力ある健康長寿
社会の実現

【目標３】サイクルツーリズムの
推進による観光立国の実現

【目標４】自転車事故のない安全
で安心な社会の実現

＜第２次計画＞

＜次期計画＞

脱炭素

走行
環境

【目標３】自転車交通の役割拡大による
地域の良好な移動環境の形成

【目標４】自転車利用の促進による活力
ある健康長寿社会や脱炭素社会の実現

【目標５】サイクルツーリズム等の推進
による観光地域づくりや地域の活性化

自転車利用による「健康長
寿社会」に加えて、2050
カーボンニュートラルに向
けて「脱炭素社会」を位置
づけ

「交通空白」の対応、公共
交通との連携の必要性の高
まりを受け、「地域の良好
な移動環境」を位置づけ

ツーリズムのみならず地域
の活性化等を進めるため、
「観光地域づくりや地域の
活性化」を位置づけ
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移動
環境

社会情勢等の変化やヒアリング結果等
を踏まえ、第２次計画の目標１（都市
環境）について、走行環境等の自転車
利用環境の実現、自転車交通による地
域の移動環境の形成、自転車利用によ
る脱炭素社会の実現に細分化

自転車の安全で快適な走行
環境等の整備について「良
好な自転車利用環境」を位
置づけ

交通ルール遵守等に向けて
引き続き「安全で安心な社
会」を位置づけ



次期自転車活用推進計画の枠組み(案)まとめ

誰もが安全・快適に自転車を活用できる社会を実現し、
自転車活用を通じて持続可能で活力ある地域と暮らしをつくる

ビ ジョ ン

目 標
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自転車利用の促進
による

活力ある健康長寿社会や
脱炭素社会の実現

目標４
サイクルツーリズム等の推進

による
観光地域づくりや
地域の活性化

目標５
自転車交通の役割拡大

による
地域の良好な
移動環境の形成

目標３

自転車事故のない
安全で安心な社会の実現

安全で快適な走行環境等の整備
による

良好な自転車利用環境の実現

目標１ 目標２


